
＜雑感＞

国際関係論と地域研究との関係についての雑感

日本国際政治学会に出席して

１９７１年１０月８日，ラテン．アメリカ政経学会にlbDWL尤後，全国市民会主肪の争闘部市

間囮会醸，日本国際政治学会に出ＩｗＬ柵京した。

日本国原政治学会の今年匪秋ｌＵｌ大会の主製テーマは「国際政治学をいかに教えるか」であｂ,

国譲関係輪の草分け･川田１m東大教授が司会，総括を行い，高坂正鉋（京大），関寛治（東大），

蝋山竝雄（上靭大），大畠英１ｶＫ立命館大）か主報告を行った。

当ラテン・アメリカ政隆学会勝に，当然のとと乍ら，これら各報告者の践旨を脱明するつもｂ

はないかＪここで我々の研究擾勢と若干の対比を試みつつ，両学会に出席して感じた諸点を卒直

に列記し,勝氏の卸批判をあぉさ･たいと思うものである。ハガキに－行の御批判でも妙薬．珍味

としてかみしめたいと、っている。

さて，既に地域研究より研究体系の確立への一歩か，少《とも米国において早い国醗政治,国

際関係駒の分野において，研究並びに教授の方法論について爽叶ん且つ高庇左検肘が日本国際政

治学会；ておいてなされたlh実。ラテン・アメリカ政経学会において，昨年地域研究の方法勘につ

いてｂその韮本的な検肘の必要性が－部で提唱され乍ら０今年度の学会において，何んらその肘

畷がなされなかったこと。一方0国1祭関係論・地域研究の分野における先進国アメリカに歩いて，

国際関係晩のアプローチの方法か地域研究の手段として。積極的に活用されている駆爽は皿視さ

るべきであろう。その根底にＪ両者の社会科学の綜合という困難な，極めて困難な共通の腺迦を

抱えているからである。

しかし乍ら，私は社会科学分野の統合という面の共通性においてＩＭＩ者の後者への活用には賊に

賛成であるが，地域研究を前者の１１１なる紫材として把える零えには俄に同調出来ない。前者の国

際（家）I1jIの関係後者の国内;lf組敬ＩＭＩの１月係は，相互の関連性に密接であるにせよ，尚本IT的

な相異点を有すると考えざるをえないからである。しかもこのアブ･ローテの方法が，例えば，ヴ

ェトナム状勢の判107に,ラテン・アメリカにお付る１９６５年以降のかのアメリカの予測を奥切

る結果の発生と無騒とは考えられないのではないか。
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そこには複合要因の統合過隠における一般化の11M皿と，同じく複合要因の統合を要:iIlされる地

域研究の佃別性の問題があるのでは荘いか。

今にして思えば０１，６６年サンパウロ；1ｍ【ぴに元テキサス大学某教授指i1lの下で，ブラジル

国パラナ州の小祁市で行った住民の政治意織に関十ろ鋼ﾖ蚤結果のデーターを－つのパターン（大

学本部から指示して来た４つのパターンの内から１つを逓択したもの）にはめ込んで処理してい

ったことに対する小生の洩学のもたらした無批判力ｉ残念に思えるのである。

と同時に，一方では我が国において東大クループを中心とする,１１糎的･数理的方法による国

際間の政治．経済．世論等緒要因のユｉｎｋａｇＢの枠紐の解切の一日も早からんことを瓢むと共

に，その方法論を鯛み出す過程を地域研究の方法瞼の､i１発の一助としうる可能件に期待を寄せる

のみならずｂ我々地域研究者自身が，彼等に劣らぬ努力の積ntねと，真けん左討論の期を持つぺ

きととをWW感した次舗である。

(福IMB正徳）
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